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G2

G1

防護柵
塗替え塗装工
FRPシート補修工

枝桁
塗替え塗装工
部材取替え工

地覆
断面修復工

張出床版（下面）
断面修復工

横桁
塗装塗替え工

主桁（G1桁）
塗装塗替え工
FRPシート貼付け工

張出床版（下面）
断面修復工

伸縮目地
止水シール工

主桁（G2桁）
塗装塗替え工
FRPシート貼付け工

主桁
塗装塗替え工
FRPシート貼付け工

支承（枝桁）
簡易ゴム支承設置工

地覆
断面修復工

排水装置
排水管補修工

防護柵
塗替え塗装工
FRPシート補修工

防護柵
塗替え塗装工

伸縮目地
止水シール工

防護柵・地覆
防護柵塗替え塗装工
地覆断面修復工

張出床版（下面）
断面修復工

横桁
塗装塗替え工

支承（枝桁）
簡易ゴム支承設置工

排水装置
排水管補修工

主桁
塗装塗替え工
FRPシート貼付け工

張出床版（下面）
断面修復工

横桁
塗装塗替え工

枝桁
塗替え塗装工
部材取替え工

防護柵・地覆
防護柵塗替え塗装工
防護柵FRPシート補修工
地覆断面修復工
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2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

3. 著しい損傷がみられた場合は、別途発注者と協議すること。 
町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

※A3図面は50％縮尺

無名橋99 対策一般図

令和7年度施工

無名橋99 対策一般図
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塗装詳細図 塗装詳細図

施工手順（参考）
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2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

塗替え塗装工

（Rc-Ⅳ）
塗替え塗装工

（Rc-Ⅳ）

塗替え塗装工

（Rc-Ⅳ）

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料（上塗り） 120g/m2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料（中塗り） 140g/m2

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（下塗り） 200g/m2

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（下塗り） 200g/m2

鋼材面　3種ケレン

Rc-Ⅲ　塗装系（はけ、ローラー）
鋼材

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料（上塗り） 120g/m2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料（中塗り） 140g/m2

鋼材面　4種ケレン

Rc-Ⅳ　塗装系（はけ、ローラー）
鋼材

200

200

120

塗装系（Rc-Ⅲ）

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m ）2

素地調整

下　塗

下　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

3種ケレン
4時間以内

1日～10日

1日～10日

2日～10日

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

140

120

塗装系（Rc-Ⅳ、中･上塗り）

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m ）2

素地調整

中　塗

上　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

4種ケレン
4時間以内

1日～10日

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

開 始

事前調査・準備工

素地調整

塗膜が十分乾燥してから行う。終 了

後片付工

塗替え塗装作業

・施工に先立ち、現地調査より現場状況を把握し施工計画を行い、

日中に必ず下塗りまたは補修塗りを行う。塗り重ねは、前工程の

・塗装は、はけ、ローラー塗りとする。塗装は素地調整終了後、同

　もに、その廃棄は適切に行う。

　でいることが多いので、周辺を汚さないように十分留意するとと

　素地調整によって生じた旧塗膜のケレンダストは、有害物を含ん

・素地調整程度3<4>種を行う。

　腐食、発錆している部分の錆を除去するとともに、旧塗膜の活膜

　併せて必要協議の手続きをする。

　上の付着物等も完全除去する。

塗膜除去(塗膜剥離剤3回） 

・塗膜除去は塗膜剥離剤を用いる。本設計では2回塗りを想定して

  いるが、必要に応じて、回数は変更する事。

  塗膜剥離剤は、中性型水系剥離剤を想定している。

  施工にあたっては、剥離試験を実施し、既設塗膜に合う塗膜剥離

  剤を採用する事。中性型水系剥離剤のロス率は、7％を想定する。

部材名

25.97

塗装面積 ( m )
2

主桁

合計 33.69

3.04横桁

4.56枝桁

0.08排水管

0.04支承

備　考

塗膜除去工数量
種 別

中性型水系剥離剤塗布、2回塗り

廃材回収・積込み

単位

m
2

m
2

数量

67.40

67.40

部材名

14.51

塗装面積 ( m )
2

防護柵

合計 14.51

備　考

備　考

3. 著しい損傷がみられた場合は、別途発注者と協議すること。 

下地処理

鋼材面　湿式剥離剤

(Rc-Ⅲ) (Rc-Ⅳ、中･上塗り)

S=1:30

起点側 終点側

平　面　図
湿式剥離剤（中性型水系剥離剤） 70

塗装系（Rc-Ⅲ） 塗装系（Rc-Ⅳ、中･上塗り）

※防護柵以外で実施
140中　塗

1日～10日

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

200下　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（下塗り） 200g/m2

S=1:10

枝桁主桁 横桁

1-H 300x150x6.5x9

1-H 450x200x8x12

1-[ 200x90x8x13.5

排水管

1
0
0

1-SGP 100A

支承

塗替え塗装範囲

塗替え塗装範囲 塗替え塗装範囲
塗替え塗装範囲

塗替え塗装範囲

各部材 塗替え塗装範囲

無名橋99 塗替え塗装工図

令和7年度施工

※A3図面は50％縮尺

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

無名橋99 塗替え塗装工図
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2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

部材名

1.35

塗装面積 ( m )
2

下流側枝桁

1.35上流側枝桁

備　考

3. 著しい損傷がみられた場合は、別途発注者と協議すること。 

S=1:30

起点側 終点側

平　面　図

塗装系（C-5）

塗装工程 塗料名 塗装方法 使用量(g/㎡) 目標膜厚(μm) 塗装間隔

製
鋼
工
場

製
作
工
場

現
場

1次
素地調整

2次
素地調整

ミストコート

プライマー

防食下地

素地調整

下塗り

中塗り

上塗り

注）1：プライマーの膜厚は総合膜厚に加えない。
注）2：製鋼工場におけるプライマーは膜厚にて管理する。
注）3：母材と添接板の接触面は，製作工場の無機ジンクリッチペイントまで塗付する。
注）4：超厚膜形エポキシ樹脂塗料を適用することで防食性の向上と工程短縮を因ることが出来るが，一般
　　　 面と比べて仕上がり外観は劣る。
注）5：防せい処理ボルトの場合は，添接板も含め高カボルト頭部にミストコートから塗装する。
注）6：防せい処理ボルトを使用しない場合は，高カボルト頭部に素地調整後，有機ジンクリッチペイント
　　　 240g／㎡×2回（はけ塗り・塗装間隔は1日～10日）を塗装した後・添接板も含め，ミストコート
　　　 から塗装する。

ブラスト処理　ISO　Sa　2　1／2

無機ジンクリッチ
プライマー

スプレー 160 (15)

ブラスト処理　ISO　Sa　2　1／2

無機ジンクリッチ
ペイント

スプレー 600 75

動力工具処理　ISO　St　3

はけ・ローラー 130 －
変性エポキシ
樹脂塗料下塗

500×2 300
超厚膜形エポキシ

樹脂塗料

140 30
ふっ素樹脂塗料用

中塗

120 25ふっ素樹脂塗料上塗

4時間以内

6ヶ月以内

4時間以内

1年以内

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

塗装系（C-5）

はけ・ローラー

はけ・ローラー

はけ・ローラー
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断　面　図 S=1:10
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補強部材

塗替え塗装範囲

補強部材 塗替え塗装範囲

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

無名橋99 補強部材塗装工図

令和7年度施工

※A3図面は50％縮尺

無名橋99 補強部材塗装工図



桁端部詳細図

FRPシート詳細図

保護フィルム(透明)

不織グラスファイバーシート

グラスファイバー層

ポリエステル樹脂

保護フィルム(青色)

接着面

ケレン ※3種ケレン

プライマー塗布 ※ケレン後、4時間以内に1回目を塗布
　タックが無くなってから2回目を塗布

不陸調整

ＦＲＰシート貼付 ※空気を出来るだけ抜きながら

ＦＲＰシート硬化 ※直射日光が当たらない箇所では
　紫外線照射器にて硬化させる

上塗り

※凹凸の多い　　 箇所については、

端部処理 ※紫外線硬化型樹脂を使用し、塗布する

※紫外線硬化型ポリエステル樹脂製FRPシートは

NETIS NO.CB-990022-V(設計比較対象技術）同等品以上とする。

 セラミック金属特殊パテ材を使用し、

　貼り付ける

下地処理 ※湿式剥離剤

FRPシート工フロー図

 不陸調整を行う

ウレタン系プライマー 

第1層目

(セラミック金属特殊パテ材)

(第2層目)

鋼材

紫外線硬化型ポリエステル製ＦＲＰシート

第3層目紫外線硬化型樹脂

第4層目

※凹凸の多い　　 箇所については、
 セラミック金属特殊パテ材を使用し、
 不陸調整を行う
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1-2 FRPシート補修工 1-3

FRPシート補修工 1-4
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断　面　図

2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

3. 各部寸法は製作前に現場計測にて確認こと。

5. 著しい損傷がみられた場合は、別途発注者と協議すること。 

4. 凹凸の多い　　 箇所については、セラミック金属特殊パテ材を

   使用し、不陸調整を行うこと。

FRPシート補修工 1-9

FRPシート:1500x466 FRPシート:2028x416

FRPシート補修工 1-10

S=1:5
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FRPシート 1-3

200

下面

FRPシート 1-10

9696

3
0
0

50

5
0

5
0

18
2

9090

1
30

3 3

1
0
0

5
.1

5
.
1

5.
1

5
.1

1
2

8

8

50

8

D - D

(下流側) 上面 (上流側)

96 96

12

200

下面FRPシート 1-10

1
8
0

1
8
0

200

下面

12

E - E

(下流側) 上面 (上流側)

5
0

80

96
FRPシート 1-6

FRPシート 1-4
FRPシート 1-8

配 置 図

(上流側)

(下流側)

G1

G2

支間長　8250

30

200200

桁長　865030

15

橋　長　8710

15 床版長　8680

A2

FRPシート補修工

A1

※A3図面は50％縮尺

令和7年度施工

無名橋99 FRPｼｰﾄ補修工図(その1)

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

無名橋99 FRPシート補修工図(その1)



図示

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

荒金3号線

岩美郡岩美町大字 荒金 地内

ｍｍ

岩美町役場 建設水道課
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主桁G2

15
0

50

1800

FRPシート:2105x200

2105

900

FRPシート:950x170

950

50

1
0
0 17
0

4
6

5
0

FRPシート:184x108

10034 50

184

9
6

20
0

FRPシート:2100x158

2050

2100

50

FRPシート:1000x158

90
6

9
6

90
696

95050

1000

FRPシート:2105x200

200 1850 50

2105

1
0020
0

FRPシート:950x170
250 700

950

50

1
70

1
20

1900

9
0

2050

2
0
0

9
0

FRPシート:2050x416

1140

90

2
00

2050

530

90

2
00

50 950

1000

A1 A2

F

F

G

G

H

H

I

I

FRPシート補修工 2-1
FRPシート補修工 2-2

FRPシート補修工 2-3

FRPシート補修工 2-4
FRPシート補修工 2-5

FRPシート補修工 2-6

FRPシート補修工 2-7

9
0

FRPシート補修工 2-8

1000

2
0
0

FRPシート:1000x416

FRPシート補修工 2-9

9
0

96
9
6

96
9
6

7
0

10
0

200 200
FRPシート控除:200x200FRPシート控除:200x200

1 - 1
WEB面(上流側)

上FLG下面

2 - 2

22

3 - 3
WEB面(下流側)

11

33

下FLG上面

4 - 4

下FLG下面

5 - 5

44

55

11

33

11

33

断　面　図

2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

3. 各部寸法は製作前に現場計測にて確認こと。

5. 著しい損傷がみられた場合は、別途発注者と協議すること。 

4. 凹凸の多い　　 箇所については、セラミック金属特殊パテ材を

   使用し、不陸調整を行うこと。

FRPシート:2050x416

FRPシート補修工 2-8

FRPシート:1000x416

FRPシート補修工 2-9

9090

1
00

2.2 2.2

1
50

2
.5

2
.5

8
.7

50

F - F

(下流側) 上面

8

(上流側)

2
00

1
0
0

50

2
00

FRPシート 2-6 FRPシート 2-1

200

下面

200

下面

G - G

(下流側) 上面

8

(上流側)

96

1
2

1
2

FRPシート 2-3

FRPシート 2-8

96 96

90

90

8
.9

90

4
.
6

9090

1.9 1.9

10
0

4
.
6

1
2
0

4
.
6

200

下面

H - H

(下流側) 上面

8

(上流側)

200

下面

I - I

(下流側) 上面

8

(上流側)

50

8
.9

50

96 96

FRPシート 2-4

FRPシート 2-5

96 96

1
2

12

FRPシート 2-9 FRPシート 2-9

96 96

FRPシート 2-7

1
7
0

12

7
0

1
70

12

5
0

FRPシート 2-2

1
2

S=1:5

桁端部詳細図

FRPシート詳細図

保護フィルム(透明)

不織グラスファイバーシート

グラスファイバー層

ポリエステル樹脂

保護フィルム(青色)

接着面

ケレン

プライマー塗布 ※ケレン後、4時間以内に1回目を塗布
　タックが無くなってから2回目を塗布

不陸調整

ＦＲＰシート貼付 ※空気を出来るだけ抜きながら

ＦＲＰシート硬化 ※直射日光が当たらない箇所では
　紫外線照射器にて硬化させる

上塗り

端部処理 ※紫外線硬化型樹脂を使用し、塗布する

※紫外線硬化型ポリエステル樹脂製FRPシートは

NETIS NO.CB-990022-V(設計比較対象技術）同等品以上とする。

　貼り付ける

下地処理 ※湿式剥離剤

FRPシート工フロー図

ウレタン系プライマー 

第1層目

(セラミック金属特殊パテ材)

(第2層目)

鋼材

紫外線硬化型ポリエステル製ＦＲＰシート

第3層目紫外線硬化型樹脂

第4層目

※3種ケレン

※凹凸の多い　　 箇所については、
 セラミック金属特殊パテ材を使用し、
 不陸調整を行う

※凹凸の多い　　 箇所については、
 セラミック金属特殊パテ材を使用し、
 不陸調整を行う

G1

G2

支間長　8250

30

200200

桁長　865030

15

橋　長　8710

15 床版長　8680

A2FRPシート補修工

A1

(上流側)

(下流側)

配 置 図

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

※A3図面は50％縮尺

令和7年度施工

無名橋99 FRPｼｰﾄ補修工図(その2)

無名橋99 FRPシート補修工図(その2)



図示

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

荒金3号線

岩美郡岩美町大字 荒金 地内

ｍｍ

岩美町役場 建設水道課

側　面　図 S=1:30
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現況図

補修図

1-キャップ欠損

防護柵変形 支柱破断

1-キャップ新設

10
0

300

100x300

1
00

300

5
0

1
50

50 50

400

FRPシート:150x400

FRPシート補修工 3-1

FRPシート:400x295(1周し)

FRPシート補修工 3-2

100

29
5

J J

100

1
0
0

J - J S=1:5

支柱

防護柵

9

橋　長　5226

9 床版長　5208

A2

FRPシート補修工

A1

(上流側)

(下流側)

ケレン ※4種ケレン

プライマー塗布 ※ケレン後、4時間以内に1回目を塗布

　タックが無くなってから2回目を塗布

ＦＲＰシート貼付 ※空気を出来るだけ抜きながら

ＦＲＰシート硬化 ※直射日光が当たらない箇所では

　紫外線照射器にて硬化させる

上塗り

端部処理 ※紫外線硬化型樹脂を使用し、塗布する

※紫外線硬化型ポリエステル樹脂製FRPシートは

NETIS NO.CB-990022-V(設計比較対象技術）同等品以上とする。

　貼り付ける

ウレタン系プライマー 

第1層目

鋼材

紫外線硬化型ポリエステル製ＦＲＰシート

第2層目紫外線硬化型樹脂

第3層目

保護フィルム(透明)

不織グラスファイバーシート

グラスファイバー層

ポリエステル樹脂

保護フィルム(青色)

接着面

防護柵補修工詳細図
配 置 図

FRPシート詳細図

キャップ:100x100

2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

3. 各部寸法は製作前に現場計測にて確認こと。

4. 著しい損傷がみられた場合は、別途発注者と協議すること。 

FRPシート工フロー図

無名橋99 FRPｼｰﾄ補修工図(その3)

令和7年度施工

※A3図面は50％縮尺

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

無名橋99 FRPシート補修工図(その3)



断面修復工詳細図

＜コンクリート剥離･うき･欠損部＞ ＜鉄筋露出部＞

 清掃後、プライマー塗布

5cm程度

断面修復材

（ポリマーセメントモルタル

     σck=補修部位と同等以上）

 注記)

 ・ 施工前に損傷範囲を テ スト ハン マーで再確認し 、 施工範囲を 設定する こ と 。

・ 断面修復材と の付着を よ く する た めに素地調整（ 接着剤等） を 施すこ と 。

 ・ 断面修復の付着性能を よ く する た めに エ ッ ジ に はコ ン ク リ ート カ ッ タ ーに よ り １ ｃ ｍ程度の

   鉛直部を 設ける こ と 。

 ・ 断面修復部に鉄筋露出や鉄筋が腐食し ている 場合は、 錆等の付着物を 取り 除いた後、 鉄筋

   防錆材を 塗布し 断面修復を 行う こ と 。

 ・ 断面修復の鉄筋が腐食によ り 大き く 断面欠損し て いる 場合は、 補助鉄筋を 設ける こ と 。

 ・ 断面修復面は、 コ テ 仕上げによ り 平滑にする こ と 。

鉄筋防食処理

（ブラスト処理・防錆材塗布）

5cm程度

断面修復材

（ポリマーセメントモルタル

     σck=補修部位と同等以上）

うきもしくは脆弱部 
コンクリートカッター 

コンクリートカッター 

5cm程度
5cm程度

 清掃後、プライマー塗布

図示

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

荒金3号線

岩美郡岩美町大字 荒金 地内

ｍｍ

岩美町役場 建設水道課
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2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

3. 著しい損傷がみられた場合は、別途発注者と協議すること。 

地覆側面 S=1:20

(上流側)

(下流側)

400x200x152 300x250x153100x100x201

400x200x404

200x150x20
1

400x100x15
2

A1

A2

 鉄筋露出部数量表

 断面修復工

0.10012

番号 長さ(m)幅(m) 面積(m2)箇所 備考

0.175

 剥離･うき･欠損部数量表

 断面修復工

0.04011

番号 長さ(m)幅(m) 面積(m2)箇所

0.1000.100

0.480

0.400 0.100

2

0.07511 0.200 0.150

0.0015

体積(m3)

0.0015

集計

深さ(m)

0.020

体積(m3)深さ(m)

0.020

4

0.0030

0.0008

0.0112

備考

カッター延長(m)

カッター延長(m)

1.400

2.500

1.100

0.800

5.500集計

0.015

0.15012 0.2000.400 0.015 0.0023 1.600

0.14013 0.2500.300 0.015 0.0021 1.500

0.15014 0.2000.400 0.040 0.0060 1.600

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

※A3図面は50％縮尺

令和7年度施工

無名橋99 断面修復工図(その1)

無名橋99 断面修復工図(その1)



断面修復工詳細図

＜コンクリート剥離･うき部＞

 清掃後、プライマー塗布

5cm程度

断面修復材

（ポリマーセメントモルタル

     σck=補修部位と同等以上）

 注記)

 ・ 施工前に損傷範囲を テ スト ハン マーで再確認し 、 施工範囲を 設定する こ と 。

・ 断面修復材と の付着を よ く する た めに素地調整（ 接着剤等） を 施すこ と 。

 ・ 断面修復の付着性能を よ く する た めに エ ッ ジ に はコ ン ク リ ート カ ッ タ ーに よ り １ ｃ ｍ程度の

   鉛直部を 設ける こ と 。

 ・ 断面修復部に鉄筋露出や鉄筋が腐食し ている 場合は、 錆等の付着物を 取り 除いた後、 鉄筋

   防錆材を 塗布し 断面修復を 行う こ と 。

 ・ 断面修復の鉄筋が腐食によ り 大き く 断面欠損し て いる 場合は、 補助鉄筋を 設ける こ と 。

 ・ 断面修復面は、 コ テ 仕上げによ り 平滑にする こ と 。

うきもしくは脆弱部 

コンクリートカッター 

5cm程度

＜鉄筋露出部＞

鉄筋防食処理

（ブラスト処理・防錆材塗布）

5cm程度

断面修復材

（ポリマーセメントモルタル

     σck=補修部位と同等以上）

コンクリートカッター 

5cm程度

 清掃後、プライマー塗布

図示

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

荒金3号線

岩美郡岩美町大字 荒金 地内

ｍｍ

岩美町役場 建設水道課
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2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

3. 著しい損傷がみられた場合は、別途発注者と協議すること。 

床版下面 S=1:20

(上流側)

(下流側)

130x200x10 100x100x152 3

500x200x105

200x300x106

100x100x151
60x20x54

100x100x207

100x100x108 150x150x152

A1

A2

200x300x151

 鉄筋露出部数量表

 断面修復工

0.06912

番号 長さ(m)幅(m) 面積(m2)箇所 備考

0.548

0.04013

0.12016

0.18015

 剥離･うき部数量表

 断面修復工

0.12011

番号 長さ(m)幅(m) 面積(m2)箇所

0.3000.200

0.183

0.130

0.100

0.200

0.500

0.200

0.300

0.100

0.200

8

0.01914 0.060 0.020

0.04011 0.100 0.100

0.0007

体積(m3)

0.0006

0.0012

0.0018

0.0001

0.0006

集計

深さ(m)

0.015

体積(m3)深さ(m)

0.015

2

0.0062

0.0018

0.0027

備考

カッター延長(m)

カッター延長(m)

1.060

8.020

0.800

1.400

1.800

0.560

0.800

1.400

2.400集計

0.010

0.015

0.005

0.010

0.010

0.06312 0.1500.150 0.015 0.0009 1.000

17

18

0.0400.100 0.100 0.00080.020 0.800

0.0400.100 0.100 0.00040.010 0.800

G1

G2

令和7年度施工

※A3図面は50％縮尺

無名橋99 断面修復工図(その2)

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

無名橋99 断面修復工図(その2)



図示

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

荒金3号線

岩美郡岩美町大字 荒金 地内

ｍｍ

岩美町役場 建設水道課

既　設　図

下流側枝桁

部材取替補修工フロー

設置・切断図

設置・切断　完了後図

全　14　葉中の内　9

S=1:10

S=1:10

正面図

2020

150

H 300x150x6.5x9

540

断面図

当て板補修重量

単位 合計項 目

kg

個

82.4

30t=6.5 水平向

 数量表

φ26.5孔

TCB M22x65(S10T)

現場孔明工

本高力ボルト本締工 30

撤去重量 kg 38.7

mガス切断+削りとり仕上げ長 2.200

2. 施工の際は、現地再測を行い図面と照合のこと。

3. 支点部は、ゴム板+100mm程度平滑に仕上げによで

   ゴム板を設置すること。

注記)

1. 特記なき材質は、SM400Aを示す。 

4.    印はトルシア形高力ボルトM22(S10T)を示す。

5. 部材取替時は、枝桁支点側に支保工等を設け床版を支持すること。

正面図

2030

ガス切断＋削りとり仕上げ

530

断面図

9
15

90
1
01
0
0

15
6

1-ゴム 200x20x200

製作数:1

A

A

50 200 50

3052255

2
0

モルタル

2
0
0

1
0
0

6
.
5

10
0

ゴム板t=20

ゴム 1

モルタル 0.010

個

m3

1730

2255

4029x75=217540

200x20x200

開始

支承部モルタル打設

支承部モルタル型枠設置(ひび割れ防止鉄筋配置)

支点部のゴム沓設置面平坦仕上げ

補強部材の設置（高力ボルト取付け）

ゴム沓をスペーサー等により仮設置

既設枝桁ウェブ面へボルト孔の孔明け

腐食部の下地処理およびボルト孔周辺の平坦化

後片づけ

既設枝桁部材・補強部材塗装

正面図 断面図

2255

4029x75=217540

9
1
5

9
0

1
0

40
60 1
00

1
00

1
6
7

9

孔食

板厚減少

2-L 100x100x10x2255(SS400)

製作数:1

30-TCB M22x65(S10T)

A - A

106.510

100

6.5

100

1
060

40

1
5

9
0

A

A

1-H 300x150x6.5x9x2030(SS400)

撤去数:1

ガス切断+削りとり仕上げ長 L=0.17+2.03=2.200m

25 25

2
8
.2

5
2
8.

2
5

25 200 25

モルタル

ゴム板t=20

1
0

16
6

A - A

106.510

100

6.5

100

1
00

10

6
0
4
0 15

90 1
0
0

10

2255

4029x75=217540

4
0

6
0 1
0
0

1
2
5

1
2
5

2
8
0

1
40

600 1420

12
0

既設枝桁部材の切断

防食機能の劣化

S=1:10

無収縮モルタル

配 置 図

(上流側)

(下流側)

G1

G2

A1

支間長　8250

30

200200

桁長　865030

15

橋　長　8710

15 床版長　8680

下流側枝桁部材取替工

A2

支承部詳細図 S=1:5

15
6

250

25
2
0
0

2
5

2
5
0

20025 25

250

ゴム板t=20

2
0

ゴム板t=20

4
0

7
6

4
0

40 170 40

網金

15
6

250

2
0

ゴム板t=20

4
0

7
6

4
0

40 170 40

網金

25 200 25 25 200 25

網金

40 170 40

4
0

1
7
0

40

2
5
0

250

A=0.17x0.17=0.03m2

網金 製作数:2

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

無名橋99 部材取替工図(その1)

※A3図面は50％縮尺

令和7年度施工

無名橋99 部材取替工図(その1)



図示

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

荒金3号線

岩美郡岩美町大字 荒金 地内

ｍｍ

岩美町役場 建設水道課
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上流側枝桁

部材取替補修工フロー

正面図 断面図

正面図

孔食

150

H 300x150x6.5x9

730 1543

2255

4029x75=217540

9
15

90
1
0

4
0

6
0 1
0
0

1
0
0

16
7

9

A

A

モルタル

ゴム板t=20

正面図 断面図

A

A

1-HTB M20x55(F10T)

製作数:1

1-ゴム 200x20x200

ボルト取替

1-H 300x150x6.5x9x2090(SS400)

撤去数:1

1-HTB M20x55(F10T)

ガス切断+削りとり仕上げ長 L=2.09+0.03+0.13+0.07+0.08=2.400m

9
15

9
0

1
0 1
0
0

15
6

2
0

1
0

2090

100200501740

2525

FRPシート補修工

FRPシート:271x130

80
5
0

1
30

271

B

B

2255

2
0
0

97
6
.
5

9
7

2255

40 29x75=2175 40

2
8
.2

5
2
8.

2
5

2520025

モルタル

ゴム板t=20

当て板補修重量

単位 合計項 目

kg

個

82.8

30t=6.5 水平向

 数量表

φ26.5孔

TCB M22x65(S10T)

現場孔明工

本
高力ボルト本締工

30

撤去重量 kg 40.3

m 2.400

ゴム 1

モルタル 0.010

個

m3

200x20x200

m3金属パテ 0.001

m2FRPシート 0.13

HTB M20x55(F10T) 本 1

断面図

2-L 100x100x10x2255(SS400)

製作数:1

30-TCB M22x65(S10T)

A - A

106.510

100

6.5

100

1
06
0
4
0 15

90 1
0
0

A - A

106.510

100

6.5

100

10

6
0
4
0 15

90 1
0
0

10

2255

4029x75=217540

1
2
5

1
2
5

8
0

開始

支承部モルタル打設

支承部モルタル型枠設置(ひび割れ防止鉄筋配置)

支点部のゴム沓設置面平坦仕上げ

補強部材の設置（高力ボルト取付け）

ゴム沓をスペーサー等により仮設置

既設枝桁ウェブ面へボルト孔の孔明け

腐食部の下地処理およびボルト孔周辺の平坦化

後片づけ

既設枝桁部材・補強部材塗装

既設枝桁部材の切断

板厚減少

防食機能の劣化

既　設　図

部材設置後図

部材切断後図

S=1:10

S=1:10

S=1:10

2. 施工の際は、現地再測を行い図面と照合のこと。

3. 支点部は、ゴム板+100mm程度平滑に仕上げによで

   ゴム板を設置すること。

注記)

1. 特記なき材質は、SM400Aを示す。 

4.    印はトルシア形高力ボルトM22(S10T)を示す。

5. 部材取替時は、枝桁支点側に支保工等を設け床版を支持すること。

ガス切断＋削りとり仕上げ

ガス切断+削りとり仕上げ長

6. 凹凸の多い　　 箇所については、セラミック金属特殊パテ材を

   使用し、不陸調整を行うこと。

13250

8
0

5
0
2
7

71

支承部詳細図 S=1:5

15
6

250

2
0

ゴム板t=20

4
0

7
6

4
0

40 170 40

網金

25 200 25

25
2
0
0

2
5

2
5
0

20025 25

250

ゴム板t=20

15
6

250

2
0

ゴム板t=20

4
0

7
6

4
0

40 170 40

網金

25 200 25

網金

40 170 40

4
0

1
7
0

40

2
5
0

250

A=0.17x0.17=0.03m2

網金 製作数:2

配 置 図

(上流側)

(下流側)

G1

G2

A1

A2

支間長　8250

30

200200

桁長　865030

15

橋　長　8710

15 床版長　8680

令和7年度施工

※A3図面は50％縮尺

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

無名橋99 部材取替工図(その2)

無名橋99 部材取替工図(その2)



町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

※A3図面は50％縮尺

令和7年度施工

図示

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

荒金3号線

岩美郡岩美町大字 荒金 地内

ｍｍ

岩美町役場 建設水道課
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ポリブタジエン系弾性シール材品質規格
項　　目 規　　格

10±5

350以上

硬度

破断時の伸び

最大引張応力

試験方法

JIS K 7312

単位

%

度

JIS K 5758

JIS K 575880以上

50%圧縮応力 % JIS K 6767

3以内硬化時間 日 硬化安定化までの日数

3以下スランプ mm JIS K 1439

kN/m2

100±50

A1

A2

15

15

遊
間

部
止

水
工

 
L=

4
10

0

遊
間

部
止

水
工

 
L=

3
91

1

2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

3. 著しい損傷がみられた場合は、別途発注者と協議すること。 

詳　細　図 S=1:2

橋台パラペット
橋面舗装

20

20
50

30

20

防塵フォーム

(EPDM系)

軟質バックアップ材

(ポリエーテル系)

接着剤

(変性シリコン系)

弾性シール材

(ポリブタジエン系)

プライマー

(ウレタン系)

断　面　図 S=1:10

A1(A2)

30
50

2
0

1
0
0

遊間部止水工 L=4100(3911)

防塵フォーム

(EPDM系)

軟質バックアップ材

(ポリエーテル系)

弾性シール材

(ポリブタジエン系)

平　面　図 S=1:30

無名橋99 伸縮目地止水ｼｰﾙ工図

無名橋99 伸縮目地止水シール工図



図示

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

荒金3号線

岩美郡岩美町大字 荒金 地内

ｍｍ

岩美町役場 建設水道課
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S=1:20断　面　図

排水管撤去

断　面　図

排水管新設

S=1:20

1. 特記なき材質は、SS400を示す。 

4. 施工前には必ず現状寸法を再測し、施工寸法を確認すること。

3. 形状は既存資料および測量結果に基づく。

1
0
0

7
50

新設数量

2-VP 100Ax750(スリーブ付)

2
0
0
以

上
42

9

8
4

注記)

2. Uボルト付き以外のナットは、全て弛み止めナットを使用すること。 

(下流側)(上流側) (下流側)(上流側)

300 300

1
0
0

CL

G2G1

1
0
0

65
7

1
0
0

65
7

排水管撤去 SGP 100A

1300

1000

1300

1000

CL

4
0

4
0

排水管撤去 SGP 100A

撤去数量

2-SGP 100Ax657

7
50

2
0
0
以

上
42

9

8
4

排水管新設 VP 100A 

300 300

1300

1000

1300

1000

CL CL

M12ボルト孔削孔及びタップ処理 N=2

既設排水管塗装φ114(外径)x100　

4-取付ボルト M10x30

1
0
0

1
0
0

G2G1

1
00 1
0
0

排水管新設 VP 100A 

M12ボルト孔削孔及びタップ処理 N=2

取付ボルト

2-M10x30

取付ボルト

2-M10x30

Rc-Ⅲ(塗膜剥離剤使用)

既設排水管塗装φ114(外径)x100　

Rc-Ⅲ(塗膜剥離剤使用)

5. 既設排水管はさび止めを行い、接着剤で新設排水管を固定すること。

直管詳細 S=1:10

8
4

7
5
0

φ114

1-VP 100Ax750(スリーブ付)

45°

40

φ12孔

φ12孔

※ 既設排水管はさび止めを行い、接着剤で新設排水管を固定すること。

配 置 図

G1

G2

A1

A2

支間長　8250

30

200200

桁長　865030

15

橋　長　8710

15 床版長　8680

排水管補修工

排水管補修工

(上流側)

(下流側)

令和7年度施工

※A3図面は50％縮尺

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

無名橋99 排水管補修工図

無名橋99 排水管補修工図



図示

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

荒金3号線

岩美郡岩美町大字 荒金 地内

ｍｍ

岩美町役場 建設水道課
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2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

断　面　図

上流側 下流側

S=1:30

1
0
05
0
0

1
0
0

4
0
0

410

310100

上流

下流

G1

G2

A1 A2

支間長　8250

30

200200

桁長　865030

15

橋　長　8710

15 床版長　8680

　　

　　

1

合　計

D10 424 4 0.56 0.237 0.9

0.9

配　置　図 S=1:30

D10 0.9 kg

15
0

100

310

100

410

15
0

100

100

335
435

1
0
0 5
0
0

1
0
0

4
0
0

435

335 100

60 100
150

85100
150

A

A

A - A B - B

B

B

150

地覆天端

取付金具
D10×424

角形鋼管
150×100×3.2

舗装天端

側　面　図 S=1:10

5
0
5
0

1
0
0

角形鋼管
150×100×3.2 1

2
0

1
2
0

90

R=30R=30

取付金具
D10×424

種別 径 長さ 本数 単位質量 質量 摘要

(mm) (kg/m) (kg) (kg)

一本当り質量

鉄筋質量表

取付金具配筋図 S=1:5

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

無名橋99 排水管設置工

※A3図面は50％縮尺

令和7年度施工

無名橋99 排水管設置工図



0
.
7
1

H.W.L

図示

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単　位

荒金3号線

岩美郡岩美町大字 荒金 地内

ｍｍ

岩美町役場 建設水道課

1
4
3
0

6
8
0

1
5
0
0

5
5
0

4
1
6
0

2600

300 2000 300

桁長　8650

下流側

断　面　図S=1:30

30

CL

側　面　図
起点側

終点側

S=1:30

C
L

桁長　8650

上流側

終点側

起点側

30

橋　長　8710

3
0
4

橋　長　8710

4
4
0
4

A2

30

道路中心線

30

A1

荒金川

上
流

側
下

流
側

荒金3号線

A2

2
0
0
0

3
0
0

A1

1
8
0
0

S=1:30平　面　図

桁端部 中央部

G2G1

G2

G1

1
1
0
0

7
9
8

1
0
0
01
.
5
m
程

度

800800

シート張
剥離剤用養生

板張

板張

ころばし 足場板 安全ネット おやご シート張
板張

板張

シート張
剥離剤用養生

4200

7500

1
0
0
0

吊足場

吊足場
A=33.768m2

5920 1580

7500

1
0
7
8

1780

1
5
9
1

5720

2
6
0
0

1:
0.
4 1

:0
.4

8
0
0

4
2
0
0

8
0
0
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2. 施工に当たっては、現地調査、寸法計測を行い確認する事。 

1. 本図面は、既存資料・現地計測をもとに作成した図面である。 

注記)

令和7年度施工

※A3図面は50％縮尺

町道荒金3号線（無名橋99）橋梁補修工事

無名橋99 足場工参考図

無名橋99 足場工参考図


